	補助対象機械装置

	機械装置の区分
	仕　　様　　等

	搾乳関係機械装置
	搾乳ロボット、ミルキングパーラー、搾乳ユニット搬送レール、ミルカー自動離脱装置、自動乳頭洗浄機

	飼料給与関係機械装置
	自動給餌機、ほ乳ロボット、餌寄せロボット、自走式配餌車、稲わら細断機


別添18（Ⅱの第２の１関係）
番　　　号
年　月　日
農林水産省生産局長　殿

所在地　　　　　　　　　
団体名　　　　　　　　　
代表者氏名　　　　　　印

(元号)〇〇年度畜産経営体生産性向上対策事業（畜産現場ICT化調査事業）事業実施計画の（変更）承認申請について

(元号)〇〇年度において、畜産経営体生産性向上対策事業（畜産現場ICT化調査事業）を実施したいので、持続的生産強化対策事業実施要綱（平成31年〇月〇日付け〇生産第〇号農林水産事務次官依命通知）別紙12のⅡの第２の１に基づき、関係書類を添えて（変更）承認申請する。

※関係書類として別添18－１【畜産現場ICT化調査事業実施計画書】を添付すること。

別添18－１【畜産現場ICT化調査事業計画書】（Ⅱの第２の１関係）
１　事業の目的
２　総括表

	事業名

	事業内容


	事業費

	負　担　区　分


	備　考


	
	
	
	国庫補助金


	事業実施主体
	

	
	
	円

	
	
	


注：「事業名」欄には「検討会の開催」、「新たなＩＣＴ機器の調査」、「新たなＩＣＴ機器の導入及び実証による効果の測定」を記載する。
３　事業の内容

（１）検討会の開催
	開催回数
	開催時期
	開催場所
	構成及び人数
	会議の内容

	
	
	
	
	


（２）新たなＩＣＴ機器の調査

	調査地域
	調査時期
	調査員数
	目的

	
	
	
	


注：「目的」欄には、調査地域の取引と本事業での取組計画との関連性を踏まえて記載する。
（３）新たなＩＣＴ機器の導入及び実証による効果の測定

	取組内容
	実施時期・回数

	
	


４　取組により期待される効果（成果目標）

	成果目標（目標値・現状値）
	

	検証方法
	

	その他事業実施による効果
	


注：「成果目標」欄には、畜産農家の労働負担軽減に資する事業実施年度を含む〇年後（４年以内）の目標値を記載する。検証方法は、上記の指標に係る現状値・事業実施年度を含む〇年後（４年以内）の目標値を具体的に検証する手法を記載する。また、成果目標以外に期待される効果を記載する。
５　協議会の構成員・団体及び事業の執行体制
	所属
	構成員又は人数
	事業内容又は事業手続きに係る役割

	
	
	


注：協議会を構成する全ての構成員・団体を記載する。
添付資料
１．協議会の規約
２．ポンチ絵（事業内容、構成員、役割分担等）
３．補助対象経費を活用した事業費積算

４．事業費の算出の根拠となる資料（旅費規程等）
５．都道府県知事の意見
別添19 （Ⅱの第３の１関係）
番　　　号
年　月　日
農林水産省生産局長　殿

所在地　　　　　　　　　
団体名　　　　　　　　　
代表者氏名　　　　　　印

(元号)〇〇年度畜産経営体生産性向上対策事業（畜産現場ICT化調査事業）実施状況の報告について
(元号)〇〇年度の畜産経営体生産性向上対策事業（畜産現場ICT化調査事業）の事業実施状況について、持続的生産強化対策事業実施要綱（平成31年〇月〇日付け〇生産第〇号農林水産事務次官依命通知）別紙12のⅡの第３の１に基づき、別添のとおり報告する。

※関係資料として別添20－１【成果状況報告書】を添付すること。
別添20（Ⅱの第３の２関係） 
番　　　号
年　月　日
農林水産省生産局長　殿

所在地　　　　　　　　　
団体名　　　　　　　　　
代表者氏名　　　　　　印

(元号)〇〇年度畜産経営体生産性向上対策事業（畜産現場ICT化調査事業）成果状況の報告について
(元号)〇〇年度の畜産経営体生産性向上対策事業（畜産現場ICT化調査事業）の成果状況について、持続的生産強化対策事業実施要綱（平成31年〇月〇日付け〇生産第〇号農林水産事務次官依命通知）別紙12のⅡの第３の２の（１）に基づき、別添のとおり報告する。

※関係資料として別添20－１【成果状況報告書】を添付すること。
別添20－１【成果状況報告書】（Ⅱの第３の２関係）
１　事業内容
２　実施期間

	事業開始日
	事業完了日
	備考

	年　月　日
	年　月　日
	


３　成果目標の達成状況
	成果目標の具体的な内容
	

	
	成果目標の達成状況
	

	
	検証方法
	

	その他事業実施による効果
	

	所見
	


注１：「事業内容」欄及び「成果目標の具体的な内容」欄には、事業実施計画に記載した内容を記載する。

注２：「その他事業実施による効果」欄には、事象実施計画に記載した事業効果等について、その状況を記載する。

注３：「所見」欄には、達成状況が低い場合は改善策等を記載する。

注４：事業実施年度の翌々年度から目標年度までの毎年度において、事業実施状況を報告する場合には、成果目標の「達成状況」を「取組状況」として取組状況等を記載し、検証方法等については省略することができる。
４　事業の成果品等

　　事業実施の成果品（報告書等）又は事業の成果が確認できる資料を添付すること。
別添21（Ⅲの第２の１関係）
番　　　号
年　月　日
農林水産省生産局長　殿

所在地　　　　　　　　　
団体名　　　　　　　　　
代表者氏名　　　　　　印

(元号)〇〇年度畜産経営体生産性向上対策事業（ICT化等機械装置適合家畜生産推進事業）事業実施計画の（変更）承認申請について

(元号)〇〇年度において、畜産経営体生産性向上対策事業（ICT化等機械装置適合家畜生産推進事業）を実施したいので、持続的生産強化対策事業実施要綱（平成31年〇月〇日付け〇生産第〇号農林水産事務次官依命通知）別紙12のⅢの第２の１に基づき、関係書類を添えて（変更）承認申請する。

※関係書類として別添21－１【ICT化等機械装置適合家畜生産推進事業実施計画書】を添付すること。

別添21－１【ICT化等機械装置適合家畜生産推進事業】（Ⅲの第２の１関係）
１　事業の目的
２　総括表

	事業名

	事業内容


	事業費

	負　担　区　分


	備　考


	
	
	
	国庫補助金


	事業実施主体
	

	
	
	円

	
	
	


注：「事業名」欄には、「検討会の開催」、「ICT化等機械装置に適合した家畜生産のための調査」を記載する。
３　事業の内容

（１）検討会の開催
	開催回数
	開催時期
	開催場所
	構成及び人数
	会議の内容

	
	
	
	
	


（２）ICT化等機械装置に適合した家畜生産のための調査
	取組内容
	実施時期・回数

	
	


４　取組により期待される効果（成果目標）

	成果目標（目標値・現状値）
	

	検証方法
	

	その他事業実施による効果
	


注：「成果目標」欄には、畜産農家の労働負担軽減に資する事業実施年度の翌年度の目標値を記載する。検証方法は、上記の指標に係る現状値・事業実施年度を含む翌年度の目標値を具体的に検証する手法を記載する。また、成果目標以外に期待される効果を記載する。
５　事業実施主体の執行体制
	所属
	構成員又は人数
	事業内容又は事業手続きに係る役割

	
	
	


注：協議会を構成する全ての構成員・団体を記載する。
添付資料
１．定款等
２．ポンチ絵（事業内容、構成員、役割分担等）
３．補助対象経費を活用した事業費積算

４．事業費の算出の根拠となる資料（旅費規程等）
別添22（Ⅲの第３の１関係）
番　　　号
年　月　日
農林水産省生産局長　殿

所在地　　　　　　　　　
団体名　　　　　　　　　
代表者氏名　　　　　　印

(元号)〇〇年度畜産経営体生産性向上対策事業（ICT化等機械装置適合家畜生産推進事業）実施状況の報告について
(元号)〇〇年度の畜産経営体生産性向上対策事業（ICT化等機械装置適合家畜生産推進事業）の事業実施状況について、持続的生産強化対策事業実施要綱（平成31年〇月〇日付け〇生産第〇号農林水産事務次官依命通知）別紙12のⅢの第３の１に基づき、別添のとおり報告する。

※関係資料として別添23－１【成果状況報告書】を添付すること。
別添23（Ⅲの第３の２関係）
番　　　号
年　月　日
農林水産省生産局長　殿

所在地　　　　　　　　　
団体名　　　　　　　　　
代表者氏名　　　　　　印

(元号)〇〇年度畜産経営体生産性向上対策事業（ICT化等機械装置適合家畜生産推進事業）成果状況の報告について
(元号)〇〇年度の畜産経営体生産性向上対策事業（ICT化等機械装置適合家畜生産推進事業）の成果状況について、持続的生産強化対策事業実施要綱（平成31年〇月〇日付け〇生産第〇号農林水産事務次官依命通知）別紙12のⅢの第３の２の（１）に基づき、別添のとおり報告する。

※関係資料として別添第23－１の【成果状況報告書】を添付すること。
別添23－１【成果状況報告書】（Ⅲの第３の２関係）
１　事業内容
２　実施期間

	事業開始日
	事業完了日
	備考

	年　月　日
	年　月　日
	


３　成果目標の達成状況
	成果目標の具体的な内容
	

	
	成果目標の達成状況
	

	
	検証方法
	

	その他事業実施による効果
	

	所見
	


注１：「事業内容」欄及び「成果目標の具体的な内容」欄には、事業実施計画に記載した内容を記載する。

注２：「その他事業実施による効果」欄には、事象実施計画に記載した事業効果等について、その状況を記載する。

注３：「所見」欄には、達成状況が低い場合は改善策等を記載する。

注４：事業実施年度の翌々年度から目標年度までの毎年度において、事業実施状況を報告する場合には、成果目標の「達成状況」を「取組状況」として取組状況等を記載し、検証方法等については省略することができる。
別添24（Ⅳの第２関係）
番　　　号　　
年　月　日　　
　　農林水産省生産局長  殿
所在地　　　　　　　　　　　　　　　　　　
団体名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者の役職及び氏名　　　　印　　　　　
　　　平成○○年度畜産経営体生産性向上対策事業（全国データベース構築事業）実施計画の（変更）承認申請について
　
　平成○○年度において、畜産経営体生産性向上対策事業（全国データベース構築事業）を実施したいので、持続的生産強化対策事業実施要綱（平成31年○月○日付け○生産第○号農林水産事務次官依命通知）別紙12のⅣの第３の１（第２の３）に基づき、関係書類を添えて（変更）承認申請する。
    　１　 関係書類として別添24-1を添付すること。
　　　２　 公募要領に定める申請様式等を添付すること。

別添24－1（Ⅳの第２関係）
１　総括表
	
	事 業 名
	事業内容
	事業量
	単価
	　

事業

費
	負担区分
	事 業 の

委 　託


	備考



	
	
	活動等

	対象

(者、地域等)
	
	
	
	国庫補助金

	事業実施主体

	
	

	
	全国データベース構築事業
	
	
	
	    円

	 千円

	  千円

	   千円

	(1)委託先

(2)委託する事業の内容及びそれに要する経費

	


２　事業の目的
	


３　事業の内容

（１）全国推進協議会の設置・運営
	検討会名
	開催時期及び場所
	参加者数及び参集範囲
	内容

	
	
	
	


（２）生産情報の集約・分析のためのシステム整備と推進

ア　畜産クラウドの構築・改修
	名称
	仕様等
	内容
	備考

	
	
	
	


　 

イ　ソフトウェアの開発・改修
	利用者数
	仕様等
	内容
	備考

	
	
	
	


　

ウ　モデル地区における実証
	検討会名
	開催時期及び場所
	参加者数及び参集範囲
	内容

	
	
	
	


　　

エ　畜舎内のインターネット環境改善
	設置箇所
	仕様等
	内容
	備考

	
	
	
	


　　

（３）民間クラウドとの連携による情報の利活用
ア　民間クラウドの調査及びコンバーターソフトの開発
	名称
	仕様等
	内容
	備考

	
	
	
	


イ　ベンチマーキングの実証分析
	名称
	仕様等
	内容
	備考

	
	
	
	


別添25（Ⅳの第３の１関係）
                                                                  番　　　号
                                                                  年　月　日
 農林水産省生産局長　殿
                                     　　　 　所在地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　団体名
          　　　                      　　　　代表者の役職及び氏名　　　　印
平成○○年度畜産経営体生産性向上対策事業（全国データベース構築事業）事業実施状況報告書

　下記のとおり畜産経営体生産性向上対策事業（全国データベース構築事業）を実施したので、持続的生産強化対策事業実施要綱（平成31年○月○日付け○生産第○号農林水産事務次官依命通知）別紙12のⅣの第３の１の規定により報告する。
                                         記
  　　（事業実施計画書に準じて作成する。） 
別添26（Ⅳの第３の２関係）
番　　　号

年　月　日

農林水産省生産局長　殿

所在地　　　　　　　　　

団体名　　　　　　　　　

代表者氏名　　　　　　印

平成〇〇年度畜産経営体生産性向上対策事業（全国データベース構築事業）成果報告書

平成〇〇年度の畜産経営体生産性向上対策事業（全国データベース構築事業）の成果状況について、持続的生産強化対策事業実施要綱（平成31年〇月〇日付け〇生産第〇号農林水産事務次官依命通知）別紙12のⅣの第３の２に基づき、別添26－1のとおり報告する。

別添26-1（Ⅳの第３の２関係） 
１　事業内容

２　実施期間

	事業開始日
	事業完了日
	備考

	年　月　日
	年　月　日
	


３　成果目標の達成状況

	成果目標の具体的な内容
	

	
	成果目標の達成状況
	

	
	検証方法
	

	その他事業実施による効果
	

	事業計画の妥当性
	

	適正な事業の執行
	


注１：「事業内容」欄及び「成果目標の具体的な内容」欄には、事業実施計画に記載した内容を記載する。

注２：「その他事業実施による効果」欄には、事象実施計画に記載した事業効果等について、その状況を記載する。

別添27（Ⅳの第４関係）
番　　　号

年　月　日

農林水産省生産局長　殿

所在地　　　　　　　　　

団体名　　　　　　　　　

代表者氏名　　　　　　印

(元号)〇〇年度畜産経営体生産性向上対策事業（全国データベース構築事業）収益状況報告書
(元号)○○年度畜産経営体生産性向上対策事業（全国データベース構築事業）の収益状況について、持続的生産強化対策事業実施要綱（平成○年○月○日付け○生産第○○号農林水産事務次官依命通知）別紙12のⅣの第４の１の規定に基づき、別添のとおり報告する。

（別添）

　　　　１　事業の内容

　　

　　　　２　畜産クラウドの運用等により得られた売上高
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円
３　畜産クラウドの構築・改修等に要した費用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円
４　畜産クラウドの運用に要した費用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円

５　事業に関連して支出された費用のうち事業実施主体が
自己負担により支出した費用の総額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円

　　　　６　補助金の確定額　　○年○月○日付け○生畜第○号確定          　

                                                                円

        ７　納付額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円 

 （算定根拠）
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